
①交流活動の充実を図り、共感と認め合いのある教育活動を深化させる。

・異年齢活動、地域との交流、他校との交流、自然体験、福祉体験

②家庭と連携して健康教育を推進し、健康な心と体の育成に努める。

・学校保健委員会、親子ボランティア活動、親子スキー教室、防災教室

③学習形態を工夫し、かかわりあう活動を大切にして伝え合う力を養う。

・複式指導の研修、合同授業、参加型学習、スピーチの会、郷土学習、発表会

④地域・家庭・学校が連携した、新しい公共づくりの基盤整備をめざす。

・情報発信、学校公開日、共育の日、学校評議員会、学校評価、協働活動

　(3) 本年度の重点努力目標


